
施工計画書に実施方針を記載 

（コンクリート打設計画書） 

 

  急傾斜地崩壊対策工事 

 

 

 

 上記は，崖崩れの土砂から生命や財産を守る急傾斜地崩壊対策工事の施工計画書に記載された工事を進める上での気構え

となる実施方針です。家屋のすぐ裏の工事となるため工事中にはいろいろ不便をおかけすることになりますが，施工業者も

考えられる配慮をし，工事を進める思いを持っております。 

  

 右側の記載は，コンクリートの打設計画書です。 

 高さ 5ｍの擁壁を作るために４回に分けて施工します。４回に分けるのは一度に打設すると型枠に作用する生コンクリー

トの力が大きく支えきれないためです。またコンクリートは水と化学反応を起こし固まっていきますがその時に熱が発生し

ます。コンクリートの内部では 70℃ぐらいまで上がってしまうため，反応が収まって冷める時に収縮によるひび割れが起っ

てしまいます。これらを防ぐため分割して打設することになります。 

 コンクリートポンプ車を使ってコンクリートを運び，まず，一番下のブロックを 900（９０㎝）の高さで作ります。生コ

ンクリートを見られたことは，あると思いますが，まっすぐ自立するほど固くありません。そのため 1層の高さ 50㎝を限度

として打重ねていくことになります。生コンクリート工場を出発すると徐々に固まっていきますが，２時間以内に打設を完

了する必要があり，また下層とその上層で打重ねる時間制限（２.5時間）以内に一体となる施工（10㎝程度下層コンクリー

トに振動機を挿入し一体とする）をしなければなりません。 

次に強度が出た①ブロックの上に②ブロックを打継いでいくことになりますが，密着を良くするために①ブロックの表面

の不要なもの（レイタンス：薄い泥上物質や緩んだ骨材）を高圧洗浄水で吹き飛ばすなどする必要があります。   

また，打設後 30分後に再振動を与えその後は，化学反応を促進させるため，水分を与え，適度な温度を保ち，衝撃などに

気をつけながら，生まれたばかりのコンクリートを強度のある密実なものに育て上げる必要があります。 

   

 コンクリートは土木構造物の中心となるものであり，施工計画を立てて，確実に実施していくことが肝要です。 

 

 

 

 

 

 

    

 施工計画書（コンクリート打設） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

             

 

尊重する。 

単管仮設作業足場 

打設前散水湿潤状況 

レイタンス処理 

打設する 

 


